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《1》 学校図書館の資料はどう揃えていけばいいの？ 

   学校図書館は、「学校図書館法」に基づいて設置され、読書センター、学習センター、

情報センターの機能を有する教育機関である。 

学校図書館の資料には、「図書」「逐次刊行物（雑誌・新聞）」「ファイル資料（切り抜

き類・パンフレット等）」「視聴覚資料」「電子資料（CD-ROM、データベース、電子書籍等）

「紙芝居」等がある。＜「Ⅵ メディアの種類と情報ファイルの整理方法」を参照＞ 

学校図書館の資料は、予算内で思いつくまま購入するのではなく、上記の目的が達成

されるようにそろえていかなければならない。 

  そこでまず、自校の図書館には、どんな資料が集めてあるかを確認する必要がある。 

そのためには、図書の払出しが適正に行われており、分類・配架が整っていることが

大切である。 

 

1 学校図書館の資料の種類 

  学校図書館の資料を大きく分けると次の 3種類になる。 

(1) 教育課程に対応する資料 

教科学習はもちろん道徳や特別活動等に提供する資料。事典・年鑑などの参考図書、多

くの解説書、データや情報をまとめた資料。 

(2) 人間形成に資する資料 

児童生徒の豊かな心や感性を育てる資料。小説、伝記、思想や哲学、芸術、宗教、ノン

フィクションなど。 

(3) 趣味やレクリエーションの資料 

これらの資料も幅広く揃えるようにする。この分野の資料は（1）・（2）と重なる部分も

あり、はっきり区別することはできない。 

 

 

 

 

 

学校図書館の目的には 

   「教育課程の展開に寄与する」ことと、 

   「児童又は生徒の健全な教養を育成する」ことがあげられている。 
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2 蔵書の標準配分比率（「学校図書館メディア基準」より） 

(1) 蔵書の配分比率＜「☆蔵書の標準配分率」を参照＞ 

蔵書の配分比率は、冊数比として、学校の教育課程、地域の実情を考慮して運用する。 

(2) 配分比率の運用 

配分比率の運用にあたり、各市町村の学校図書館業務マニュアルや学校の利用実態に

あわせた分類を行う。＜「Ⅱ 分類について《5》1分類規定」を参照＞ 

3 具体的な購入計画を立てる 

(1) 収集計画を立てる。（1年・2～3年） 

(2) 各分野の基本的な資料や教科書で扱われている内容に関する資料、教科書に掲載さ

れている作品は積極的に収集する。 

(3) その年度の学習計画に沿った資料の購入を考える。年間指導計画を参考にしたり、

先生方に希望を聞いたりするとよい。 

(4) 特別なイベント（オリンピック・パラリンピック・各競技の世界大会など）や、災害

など世の中の動き、修学旅行などの学校行事、地域の祭事（御柱・御開帳など）に対応

する資料の購入を考える。 

(5) 払出した資料の中で補充の必要な資料の購入を考える。 

(6) シリーズの欠本の補充をする。 

(7) 複本購入。（各校の実情に合わせる） 

(8) 児童生徒、教職員の希望図書。図書の選書は、選書委員会（管理職・司書教諭・学

校司書・教科担当代表・学年主任代表等）が自校の選書基準に基づいて行う。その際

に、児童生徒の希望も尊重する。選書は、何に基づいて、誰が、どのような手順で選

書したか、説明できるようにする。 

4 寄贈図書 

寄贈図書については、寄贈者の意思を尊重しながらも、学校図書館の資料として活用で

きるかどうか内容を検討する。 

 

《2》  購入先と購入の方法 

1 書店から（注文リストを直接渡す・FAX・電話・メール） 

シリーズものや叢書、全集などは継続図書として注文しておくこともできる。 

叢書・全集は予め全冊数と年間配本数を確認しておく。 

2 書店の巡回展示にて 

注文リストを作り事前に蔵書と照合しておくと、重複を防げる。 

3 取次店から 
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《3》  図書が到着したらどうするの？ 

1 図書が到着したら、納品書と図書を突き合わせ、誤りなく注文どおりに図書が届いてい

るか調べる（これを「検収」という）。 

2 納品書と注文書の控えを照合し、誤りがなければ、注文書の控えに納品月日を明記する。 

3 納品書に誤りがあったり、図書が違っていたりしたら、すぐに書店に連絡をする。 

4 図書に汚れや破損、落丁、乱丁がないか調べる。 

ページの一部が抜けていたり、逆さに綴じられていたり、不鮮明な印刷や、汚れが見つ

かったら、交換してもらう。検収の際に気づかないこともあるので、後日発見した場合

でも交換してもらえる契約をしておく。 

5 継続図書は、巻数等間違いがないか確認し、記録を残す。叢書、全書などは全冊数と年

間配本数を確認しておく。 

 

 

図書選択のための参考資料の一例 

「絵本ナビ」                       https://www.ehonnavi.net 

「e-hon」                          https://www.e-hon.ne.jp 

「小中学校部会すいせん図書」              https://www.nagano-la.com 

長野県図書館協会 

「学校図書館基本図書 更新参考リスト 年刊」  http://www.gakuto-seibi.jp › pdfs 

（公財）文字・活字文化推進機構 

（公社）全国学校図書館協議会 

    学校図書館整備推進会議 

「児童福祉専門分科会図書審査部会の推薦図書」       https://www.pref.nagano.lg.jp 

          長野県社会福祉審議会 

教科書に掲載されている参考図書                     各教科書 

光村図書                  https://www.mitsumura-tosho.co.jp/ 

機関誌『学校図書館速報版』        （公社）全国学校図書館協議会（月 2回刊） 

など 

https://www.ehonnavi.net/

